８　アート＆トーク・デリバリー（出張アート教室）

[bookmark: _GoBack]学校関係者に道立美術館等を学習の場として広く活用できることを認識してもらうとともに、美術館等の所蔵作品の有効利用を図るために、学芸員が学校に作品を持参して授業を行った。小学校・中学校・高等学校および特別支援学校の児童・生徒に、設定したテーマに沿って作品を見てもらうとともに、映像による補助資料ともあわせることで、分かりやすく鑑賞の手ほどきを行った。授業内容の詳細は各実施校の担当教諭と相談して組み上げるなど、美術館と学校とが連携して取り組んだ事業でもある。
本事業は、アート＆トーク・デリバリーの名称で平成23年度に当館単独で試行的に実施。平成24年度からは、道立美術館・芸術館6館全体の取り組みとして、各年度あたり全道で15校を対象に本格実施するにいたった。本年度は、全体で15校実施のうち、当館（近代美術館・三岸好太郎美術館）では、石狩・後志・胆振・日高管内の計6校で実施した。

実施校数：6校（小学校3校、中学校2校、特別支援学校1校）
実施回数：10回
受講者数：247名

	テーマと作品
	学校
	日程
	対象

	「ほう、これがアートなの。
　～からだでアート！
　　みんなの指で、大きな木を作ろう」
内容：身体をモチーフにした作品を鑑賞したのち、自身の身体を使った作品を共同制作（指によるスタンプ）。鑑賞授業と制作授業の連動を図った。
作品：ウィリアム･ハート「スティッキー・フィンガーズ」版画
　　　靉嘔「『Rainbow passes slowly』Jan Ken Pon Sign 1～3」版画
担当：学芸員　齊藤千鶴子、森本陽香
	北海道札幌養護学校もなみ学園分校

	10／18（金）

　10:45-11:55

	31人

　高等部1-3年生


	「自画像」
内容：画家の自画像を鑑賞。複数の作品を比較することで、それぞれの特色の発見をそくした。
作品：上野山清貢「自画像」油彩
　　　北岡文雄「旅の宿の自画像」版画
　　　村井正誠「自画像（細い線）」油彩
担当：学芸第二課長　地家光二
	厚真町立厚真中学校

	10／22（火）

　13:15-14:05

	18人

　3年生1学級


	「ユーモアカップ、土からうまれたアート
　～実用から表現へ」
内容：工芸が実用から離れ、アートとして表現領域を拡大していることを紹介。あわせて作品のなかに見られる「遊び心」についてもふれた。
作品：マイケル・アーンツ「無題」陶磁
　　　リサ・ラルソン「無題」陶磁
　　　マリリン・レヴィン「無題」陶磁
担当：主任学芸員　五十嵐聡美
	むかわ町立穂別小学校

	10／30（水）

①13:30-14:15
②14:20-15:05

	45人

①5年生1学級24人
②6年生1学級19人
　近隣小学校　 2人


	「比べてみれば」
内容：風景を描いた２点の絵画作品を比較することで、作風や時代、主題や技法など、それぞれの特徴を鑑賞した。
作品：繁野三郎「山麓秋色」水彩
　　　北上聖牛「秋景」日本画
担当：学芸員　薗部容子
	様似町様似小学校

	11／6（水）

①13:20-14:05
②14:10-14:55

	78人

①5年生1学級31人
②6年生2学級47人


	「動く彫刻を楽しもう！」
内容：動く彫刻作品を楽しんでもらうとともに、美術にはさまざまな表現や形態があることを紹介した。
作品：ヤーコブ・アガム「鼓動する心臓（ハート）」彫刻
　　　ヤーコブ・アガム「ギャラクシー・フェスティバル」版画
担当：主任学芸員　穂積利明
	仁木町立仁木中学校

	11／7（木）

①11:25-12:10
②13:05-14:15
③14:25-15:15

	56人

①1年生1学級19人
②2年生1学級20人
③3年生1学級17人


	「何に見える？」
内容：不思議な形を組み合わせた抽象的な作品を紹介し、想像力を働かせながら鑑賞する楽しさを伝えた。
作品：トーマス・バイルレ「都市－顔」版画
　　　一原有徳「RON15」版画
担当：学芸員　福地大輔
	石狩市立望来小学校

	11／10（日）

　13:40-14:25

	19人

　1-6年生　 9人
　父兄　　　10人




